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ﾛ平成24年度奈良県算数数学教育研究大会(2012年11月６日（火）生駒市立俵口小学校・生駒市立上中学校）ロ
ロの概要を報告します。 ロ
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記念講演「算数・数学教育の課題と展望」
奈良教育大学

教 授 重 松 敬 一 先 生
※先生は，日本数学教育学会常任理事，全国数学教育学会理事，近畿数学教育学会
会長中学校学習指導要領作成委員，元文部科学省教育研究開発企画評価協力者，
文部科学省スーパー・サイエンス・ハイスクール企画評価協力者などを歴任され
ています。また．長年にわたり，「算数・数学教育に関するメタ認知」について研
究され，「メタ認知と算数数学教育論」や「算数作文指導によるメタ認知的支援」
など論文や著書が多数あります。
昭和52年４月に奈良教育大学に着任されて以来，今日までずっと奈良県の算数
数学教育研究をリードし続けてくださっています。
平成25年３月に奈良教育大学を退職されます。
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●子どもたちの頭の中に「心の数学」をつくりたい
先生たちには「心の数学」に寄り添う「内なる教師」になってもらいたい
最近の調査で，算数・数学に対して苦手意識をもっている児童・生徒が多いと言われていることを残念に思
っています。しかし，今日の小学校での３つの授業では，自分の考えをしっかりともった上で，友達に説明す
るといった算数的な活動を通して，子どもたちが楽しんで算数をする姿を見せていただきました。
私は，「グローカル」（グローバルにものを考えるが，ローカルにしっかりとものを見つめるという意味)にも
のを考える背景として，子どもたちの頭の中に，自分にとって本当に役に立つ，自分にとって価値のある「心
の数学」をつくりたいと考えています。そのために，先生方には，子どもたちの「心の数学」に寄り添うため
の子どもの中の「内なる教師」となって，子どもたちの頭の中で，一緒に考えたり，議論したり，説明したり
する機会を授業の中でおつくりいただきたいということを，ひとつの結論としてお示しできればと思います。
●提案できる力を育てる
今年の夏，韓国において，世界中の算数数学教育関係者が集まる会議がありました。その中で，「先生が質
問して児童・生徒が答える」というのが一般的な授業の展開ですが，これからは，むしろ「児童・生徒が質問
をして先生が答える」ということを常に引き起こすような状況をつくっていくことが大切である，そういった
意味では，問題を解決していくだけではなくて，「問題づくり」をしていく中で，先生も質問をして，最終的
に子どももお互いに質問をするといった学習のプロセスをしっかりつくっていくことが大切ではないかという
提案がありました。私も常々，「自ら提案できる力」「自ら説明できる力」が必要であると考えています。その
ためには，何よりも，「疑問をしっかりともつ｣，そして，「お互いにぶつけあう」ということを算数・数学で
も大事にしていきたいと考えています。
●算数・数学教育の課題は，学習意欲を高め自律的な学習を促すこと
まず，学習意欲を高め，子どもたちの自律的な学習を促す必要があります。数学的リテラシーを高める，文

化を生かす，数学に長けた生徒を育成する等も課題です。新教育課程では，小中高で「数学的(算数的)活動を
通して」という学びの基本をつくらせてもらいました。そして，履修内容の下学年への移動とともに，新しい
内容(中学での資料活用，中３でレポートの作成等)が加えられました。また，言語活動の充実や表現力の育成
も求められています。
経験の少ない若手の先生方が増え，経験豊かな先生方と，一緒に課題を意識し，共有して，その展望ににつ
いて議論される機会を考えていく必要があります。子どもたちが「問題が解ける」ことだけでなく「どのよう
に考え方を高めるか｣，きちっと自分の考えを書き示して，比較しながら新しい違った考えを常に学びながら
再構成していくことなども課題の一つです。
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